
▶予想される震度分布図

▶さまざまな状況下で身を守るには…

引用：県民の友（平成 25年 9月号）

●南海トラフ巨大地震
東海・東南海・南海地震の震源域よりさらに広域で
地震が連動した場合の最大クラスの地震分布。

駿河湾（静岡）から四国沖にかけての海底を震源とし、東海・
東南海・南海地震が連動して起きた場合に想定される地震分布。

和歌山県北部に横断する中央構造線断層帯が
引き起こす直下型の地震分布。

九度山町

●中央構造線直下型地震

九度山町

●東海・東南海・南海地震 3連動地震

九度山町
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あわてて飛び出さず、ドアを開けて出口を確保しましょう。
浴室・トイレで地震が…

ベッドの下に入るか、布団や枕で頭部を守り、
家具が倒れてこないところで身を伏せましょう。

寝室で地震が…

OA機器やキャビネットなどから離れ、頭
部を保護して机の下に隠れましょう。

職場で地震が…

教室では机の下などに隠れましょう。体育館や運動場では
真ん中に集まってしゃがみましょう。

学校・塾で地震が…

姿勢を低くして頭部をカバンなどで保護
しましょう。

電車・バス内で地震が…

まずは、落石から身を守りましょう。
がけや急傾斜地などには近づかな
いようにしましょう。

山・丘陵地で地震が…

地震に備えて

　大きな地震が発生したら、冷静に対応するのは難しいもの。しかし、一瞬の判断が生死を分けることもあります。
地震が起きても「あわてず、落ち着いて」行動するために、以下の行動パターンを覚えておきましょう。

1～2分

3分

5分

5～10分

10分～数時間
～3日くらい
避難所生活では

●火元を確認、出火していたら初期消火　●家族の安全を確認
●靴をはく　●非常持出品を手元に用意する

●ラジオなどで情報を確認　●電話はなるべく使わない　
●家屋倒壊などの恐れがあれば避難する

●生活必需品は備蓄でまかなう　●災害情報、被害情報の収集
●壊れた家には入らないこと　●引き続き余震に警戒する

●自主防災組織等を中心に行動する
●集団生活のルールを守る　●助け合いの心を持ちましょう

●隣近所の安全を確認
特に一人暮らし高齢者など要配慮者がいる世帯には積極的に
声をかけ、安否を確認する（無事ですカードの活用）。

●余震に注意

●子どもを迎えに
自宅を離れるときには、行き先を書いたメモを
家族で決めた場所に隠す（空き巣対策）

●さらに出火防止を！
ガスの元栓、電気のブレーカーを切る（通電火災対策）

●消火・救出活動
隣近所で協力して消火や救出を。 あわせて消防署等へ通報する。

強い揺れ（震度5弱以上）が始まる数秒から数十秒前に、テレビやラ
ジオ、町の防災行政無線や携帯電話などで「もうすぐ揺れること」を
知らせてくれます。ただし、震源に近い地域では、強い揺れに間に
合わないことがあります。

緊急
地震速報地震発生
●落ち着いて、自分の身を守ることを最優先 !
●ドアや窓を開けて、逃げ道を確保する

山・が
け
崩
れ
の

危
険
が
予
想
さ
れ
る

地
域
は
す
ぐ
避
難

●ほとんどの人が驚く。
●電灯などのつり下げ物が大きく揺れる。
●据わりの悪い置物が、倒れることがある。

●大半の人が、恐怖を覚え、物につかまりたいと感じる。
●棚にある食器類や本が落ちることがある。
●固定していない家具が移動することがあり、不安定
なものは倒れることがある。

●物につかまらないと歩くことが難しい。
●棚にある食器類や本で落ちるものが多くなる。
●補強されていないブロック塀が崩れることがある。

●立っていることが困難になる。
●壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある。
●耐震性の低い木造建物は、瓦が落下したり、建物が
傾いたりすることがある。倒れるものもある。

●はわないと動くことができない。
●耐震性の低い木造建物は、傾くものや倒れるものが
多くなる。

●がけ崩れが多発し、大規模な地すべりや山の崩壊が
発生することがある。

●耐震性の高い木造建物でも、まれに傾くことがある。
●耐震性の低い鉄筋コンクリート造の建物は、倒れる
ものが多くなる。
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▶地震が起きたらどうする?

▶震度階級表
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